










はじめに 

厚生省「先天異常のモニタリングに関する研究」班は,今年度 2年目を迎え新しく 3つのグ

ループが加わって形の上では世界でも稀に見るバランスのとれたものとなりつつある。さ

らに,昭和 56 年度が国際障害者年ということもあり,後述のごとく数ある先天異常のうち,

とくに問題の多い外表奇形に関して厚生省当局が海外視察旅行をおこなった。このように

当班の活動は,ある面では目覚ましい発展もみられるが,規模の拡大とともに必ずつきまと

う問題は'班全体の統一,すなわち研究の趣旨の徹底と理解とこれにもとづく綜合という問

題である。新しいメンバーも増えた折でもあり,この機会をとらえてわが国の先天異常研究

のあり方を展望してみたい。 


